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 １０月末から１１月初旬にかけては小春日和が続いて、空が高く見えた日もありました。１１月３日の市制 

施行６０周年記念式典の日も好天に恵まれ、総合公園の銀杏の葉が青空に金色に映えていました。 

 

 

 

レイクタウンエコウィーク2018 ミニ企画展 

 

 １０月２０日（土）、２１日（日）にレイクタウン周辺で開催された「レイクタウンエコウィーク２０１８」で、

旧東方村中村家住宅では藁がどのように使われてきたかについての企画展を行いました。 

 産業の発達により、現代では便利な生活ができるようになりましたが他方では生態系の破壊や環境問題も起き

ています。そこで今回の企画展では資源の再利用や再生利用を考える一端として、古民家が実際に使われていた

頃の藁に着目して展示しました。展示品には市立弥栄小学校や八潮市立資料館のご協力もいただきました。 

 

 藁
わら

の使われ方 

・種籾
たねもみ

（翌年の稲作用）・玄米
げんまい

（精米して食用）・籾殻
もみがら

（焚きつけ、クッション材、肥料） 

              

           ・生活用具：草履
ぞうり

、草鞋
わらじ

、蓑
みの

、笠
かさ

、莚
むしろ

、藁沓
わらぐつ

、藁半紙
わらばんし

、畳
たたみ

床
どこ

、藁
わら

布団
ぶとん

、つぐら 等 

・生産用具：家畜用敷き藁や飼料や家畜用草鞋
わらじ

、農作業用具（米俵、炭俵など）  

                 肥料、 染色溶剤、 作刀用材 

・建  材：茅葺屋根の一部、壁土用材 

・食品関連：焚きつけ、卵や納豆の苞
つと

、他 

・慣用句や文学作品 
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小さいお子さんも熱心に。 

藁
沓

わ
ら
ぐ
つ 

（
市
立
弥
栄
小
学
校
所
蔵
） 

飯
櫃

め
し
び
つ

用
つ
ぐ
ら 

（
八
潮
市
立
資
料
館
所
蔵
） 

草履
ぞうり

と草鞋
わらじ

の構造や

機能の違いを紹介し

ました。 

凍み豆腐を下げる

時に、このようにし

ました。 

納豆の苞
つと

 

藁の納豆菌を利用して

作りました。 

卵の苞
つと

 

小売店等ではこのようにして販売しました。 



 

 

 

 エコウィークの初日、旧東方村中村家住宅ではお茶会も開かれました。 

日中は穏やかな日和でしたので、散策の途中で寄ってくださった方もおら 

れ、７６名の参加をいただきました。ご感想を一部ご紹介しましょう。 

 

★小さな子も快く受け入れてもらい、有難かった。 

★初めて来館し、立派な住居も見せていただいた。 

★普段正座しないからこそ、正座のお茶会でもよいのでは。 

★腰が痛いので椅子で大変良かった。 

★秋の一日、素敵な体験ができた。              ご協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 小学３年生の疑問です。今年度も古民家での見学・体験活動が始まり、市立川柳小学校と千間台小学校の皆さ

んが訪れました。この疑問にはっとさせられました。 

 夏、市内小中学校の新採用の先生方が研修で大間野町中村家住宅を来館した際に伺うと、学校では敷居を“レ

ール”と呼ぶことが多いそうです。「レールを掃除する」というように。 

 古民家の土間に入る入り口を「大戸口
おおとぐち

」といいます。重い屋根を受

ける柱と大戸を支えるために、ここの敷居は太くて頑丈です。｢古民家｣

と言われるものが建てられた当時には「孫子
まごこ

の代まで」、つまり１００

年以上使えるように考えて様々工夫して建てられました。敷居は日常

的に頻繁に出入りする場所で傷みやすいので、大切に使うということ

が第一だったでしょう。 

 けれどもそれだけではなかったと思います。「二度とうちの敷居をま

たぐな」とか「実家の敷居が高くて帰りにくい」という言葉があるよ

うに、敷居は意識の面でも内と外を分ける境目、けじめとして、現代よりも強く意識されたのではないでしょうか。

また大戸口は土間に入ると直ぐ前に大黒柱があることが多く、一家を支えるものの一つと解されたかもしれませ

ん。地域によっては「大戸口の敷居は親父の頭」などと言うこともあるようです。 

 子どもたちは「バリアフリーじゃないんだ」と言うこともあります。確かに戸口の敷居は太くて高く、土間か

ら板の間への上り框
かまち

も高いので、障がいのある方や高齢の方にとっては難儀でもあるでしょう。これは湿度が

高い日本の風土とも関係があると思われます。 

 「敷居」は古民家が少なくなるのに伴って死語になっていくのでしょう

か。まさか「二度とうちのレールをまたぐな」とは言わないと思いますが、

家族の在り方の変化に伴って家の部材名称も変わってきているようです。 

 それにしても敷居に注目した小学生。９歳とは思えないほどの観察力で

す。この観察力は疑問と想像力を生み

出します。それを追及していくと、や

がては古民家で実生活を送っていた人々の考え方（さらには生き方）に触

れられるようになるでしょう。今は答えが見えなくても、成長するに従っ

てある時何かと繋がってくることもあります。そうなったら、中村家住宅

はその人の中で生きることになりますね。 

 次回以降、各小学校の見学･体験の様子を紹介していきます。 
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